














































































































































































































































































　「茶臼山高原  天空の花回廊  芝桜の丘」の看板です。文字
に関しては特にご要望があったわけではなく、 すべて任せて
いただきました。観光地ということで飽きのこないデザイン
であるように注意しました。「茶臼山高原」はどっしりと重み
を出して、「天空の花回廊」は高さをイメージさせるような動
きを出し、「芝桜の丘」の部分は地面を這って横に広がる芝桜
と爽やかな高原の風が吹き抜けていくイメージで書きました。
10．東栄町（東栄町様／町名ロゴ）
　見た時に癒されほっこりとした気分になれるようなロゴ
を目指しました。かわいい鬼が踊っている姿や、山に恵み
の雨が降り注ぎ人々の心も潤い、夜空には星が輝き町を優
しく照らしている情景もイメージしています。
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11．花まつりの湯（とうえい温泉様／温泉ロゴ）
　神秘的な花祭りのイメージがベースになっています。と
うえい温泉のキャラクターであるかわいい鬼の「おにスター
くん」と人間のお客さんが一緒になって「いい湯だねぇ。
極楽極楽。」と目を閉じ、「今日も幸せだなぁ。」と感じてい
る雰囲気を出したかったので、温かく癒されるイメージで
まとめました。温泉がぷくぷくと湧いているイメージも合
わせて表現しました。
12．踊（中部電力株式会社様／お祭りでの配布用団扇）
　こちらは「どまんなか祭り」で中部電力グループのPRう
ちわとして使用されたものです。こちらは文字もイメージ
もすべて私に任せていただきました。自由な気持ちで気負
いなく楽しく描くことができました。熱気でほとばしる汗
とともに人が踊り太鼓を打ち鳴らしているイメージで描い
ています。
13．飛（関谷醸造株式会社様／商品ロゴ）
　飛と書いて中国語でフェイと読むこのお酒は、「まさに飛
んでいるように」書いてほしいと言われました。セントレ
ア空港限定で発売されるということでしたので、飛行機が
大空に向かって勢い良く飛び立つところをイメージして書
きました。お酒にはしずる感が大切かと思い、にじみを出
して表現しています。
14．いい人生（墓石文字）
　墓石に使用する文字です。最近では「○○家之墓」では
なく、このように言葉や漢字をデザインして墓石に彫るも
のも多くなっているようです。なかなか深いお言葉で私に
書けるのかどうか不安もありましたが、ご家族のみなさん
がお墓をお参りされるとき、この文字を見て励まされたり、
新たな力がわいてくるような、そのような風に何かを感じ
てもらえるような文字を書きたいと思ってがんばりました。
同時に「ここにいつでもいるよ」という安心感を感じてい
ただきたいと思い、どっしりとした重厚感を出しました。
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15．久保田会トートバッグ（東海三県久保田会様／販促グッズ）
　東海三県久保田会様からのご依頼の販促用トートバッグで
す。一升瓶が１本入るサイズ、２本入るサイズ、多目的に使
用できるトートバッグの３種類です。日本酒「久保田」を販
売する酒販店さんで販売されるとのことで、「酒」という文
字を「徳利からお猪口へ美味しそうなお酒が滴り落ちている」
様子を絵的に表現しました。トートバッグという使い方から
して、一目見ただけではっきり「酒」と読めるよりは、持っ
ている本人がわかる位の可読性で良いと判断したからです。
16．きてみん！ 奥三河（きてみん！ 奥三河実行委員様／イベントタイトル）
　愛知県主催、新城市／設楽町／東栄町／豊根村で開催さ
れたアート事業ロゴです。アーティストの作品展示を様々
な会場で行い、アーティストのワークショップを数多く開
催する企画でした。参加者の皆さんがアートを体感し、う
きうきした気分と笑顔をイメージして描きました。
17．真光寺（真光寺様／寺名ロゴ）
　名古屋市南区にあります曹洞宗金剛山真光寺様のロゴを
作成足しました。私が過去に作成した作品「光」を気に入っ
てくださっていましたので、そのデザインをベースにやわ
らかな光と宇宙をイメージして描きました。現場を見た時
に建築デザインが非常にモダンであったことと、「光」が
テーマの建物だと伺いましたので、何となく宇宙のイメー
ジが湧いてきました。檀家さんやお寺を訪れるすべての皆
さんが、真光寺という非日常と日常の狭間で、さまざまなイン
スピレーションが舞い降りてくるようなイメージです。
18．應通寺様襖作品
　個展にて「蓮」と書いた作品を気
に入っていただいたことでご依頼く
ださいました。仏教のことをまった
く勉強していなかったため、ご住職
ご夫妻とともに親鸞聖人の足跡を辿
る旅から始まりました。結果1年が
かりの大仕事となりましたが、襖作
品を仕上げることができたのは作家
として大きな一歩になりました。
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19．「蓮」
　蓮は泥より出でて泥に染まらず……私の理想そのもの。
　見えない部分では泥にしっかりと根を張って、こんなにも神秘的な
華を咲かせる。あの迷いのない茎のようにすーっと伸びて……。しっ
かりと根を張って沢山の学びを得たいという願いを込めています。
　色がついていますが、これも墨なのです。紀州松煙の彩煙墨と
いうもので見た目は真っ黒な墨なのですが、白い硯で摩ると色が
出てきます。原材料は膠と煤と顔料とのことで、普通の墨との違
いは顔料だけなのです。煤は黒いはずなのに黒い要素がまったく
出ないのが不思議です。
20．「南無阿弥陀仏」
　阿弥陀様や仏様に向き合う時に感じる「安らぎ」のよ
うな何とも言えない思い、それを表現したかったのです。
「南」は阿弥陀様のお顔をイメージしていますが、人に
よって色々なものに見えるみたいで面白いです。
21．「明日ありと思う心のあだ桜　夜半に嵐の吹かぬものかは」
　親鸞聖人が9歳で得度される際に詠んだ歌です。
　無常観・得度に対する強い決意……様々な捉え方があ
ると思います。
　親鸞さんは仏教が修行僧や身分の高い人だけのもの
だった時代に、どんな身分の人もすべて救われますよと
布教に努めたお方。その「慈悲」や「慈愛」といったお
人柄が少しでも表現できるといいなと思いました。
22．鶴
　大空飛び立つ鶴を表現しています。私は大きな鳥が大空
を優雅に羽ばたく姿が大好きです。その姿からは希望を感
じることができます。
　これはあるお客様からのご依頼がきっかけで描いたもの
です。私自身もこの作品をとても気に入りまして、個展で
発表するために描き続けています。これはバランスが非常
に難しく、あるときは首が短くなったり太くなってしまっ
たり、さらに羽の部分が美しくまさに羽ばたいているよう
に描けないことが多いので、100枚近く描いて１点仕上が
るかどうかといった作品です。
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23．驅
　ある企業の新社屋に飾る作品として作成いたしまし
た。企業理念は「人と社会をEmpowermentする」でし
た。それは「人と社会を力づけたい」という意味だそう
です。そのために社内では様々な人が動き回り、新たな
企画をいきいきと生み出す姿を想像しました。これは
「駆」の旧字である「驅」の漢字です。社員さんを躍動
する馬に見立てました。馬の後ろには荷車がついていて、その中には沢山の「品」＝「アイデア」
を詰め込んでいます。そのアイデアがやがて社会に出て人々に力を与えていきますよう願いを込
めて描いています。一度は採用が決まり喜んでいたのですが、とある事情で一転不採用となり手
元に残りました。
24．蝶
　春のうららかな日、庭先で黄色い蝶がひらひら舞う様子を見て、
「幸せな情景だなぁ……」と感動しましたので、その思いを作品に込
めて、蝶という漢字を使って表現しました。
25．樹
　こちらの作品には色がついていますが、先程の「蓮」とは違い、
印刷作品です。直筆で描いたものをスキャナーで取り込みまして、
パソコン上で色付けし印刷した作品になります。
　早朝に出掛ける用事があって駅に向かっていましたら、駅前にあ
る大きな樹に朝日が当たりシルエットのように浮かんでいました。
その情景を見て「凄く綺麗！」としばし眺めていた際の感動を表現
しました
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26．流星
　この作品は六本木のレストランダイニングで個展
を行った際、お店が持つ夜のイメージから私の大好
きな「星」を作品にしたいと作成しました。流れ星
が流れる様子を「流星」という漢字を用いて絵的に
表現しました。パソコン上で文字や背景に色を付け
家並みも配置しているので少し説明的な作品ですが、
わかりやすい表現で気に入っています。
27．Silk road
　こちらは「シルクロード」というお店の方からの
ご依頼で描いたものです。私は体調維持のためジョ
ギングをするのですが、その時に楽しみにしている
のは空を見ることなのです。日々刻々と変化する雲
の模様や光の美しさを見ていて作品のヒントを貰え
ることもあります。これはある秋の日、筋雲がどこ
までも続く道のように見えましたので、そこからヒ
ントを得てこの作品が仕上がりました。
　以上皆さんにご覧いただいた文字ですが、私がイメージした内容と皆さんが実際に見て感じた
イメージは同じではないかもしれません。見る人によって受け取り方が違うのも魅力の１つだと
思います。
28．出初め式でのパフォーマンス「繋」
　今年の１月に豊橋球場で行われました出初め式に
て、特大の紙にパフォーマンスを行いました。
　描いた文字は「繋」です。私の方からこの文字を
提案させていただきました。消防に携わる皆さんは
チームで繋がりを持って団結し、私たち市民にとっ
てとても心強い存在でいれくれます。防災のために
は私たちもそれぞれの地域で繋がりを深めることも
大切です。「繋」の「糸」が太く繋がることで、「こ
の１年豊橋が平穏無事でありますように」、そのよう
な思いで選んだこの文字です。
　初めの一画目……勢い余って転びそうになりますが、何とか持ちこたえました。その後の記憶
はありません。とにかく必死に描き終えました。「無事に終わってよかったー」と作品を見ると、
「１画足りない！！」。私はショックで倒れそうでした。文字を仕事にしている私にとって、そして
このおめでたい場であってはならない事件です。
　退場後すぐ担当の方に事実を伝えましたが、ご担当の方は「感動しました！ 謝らないでくださ
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い！ 大丈夫です！」と何とも優しい笑顔で……。私は頭を壁に打ち付ける程、不甲斐ない自分に
やりきれなかったのです。
　するとそのような私を見て、消防のある方がお話をしてくださいました。
　「日光東照宮はあえて1本柱を逆さまに入れているんです。それは完成させたらもう進歩しない
から。ずっと後世まで技術が継承されて行くためにわざと完成させていないそうです。」
　「今回鈴木さんが1画足りないまま完成させたのには何か意味があるんじゃないですか？」
　「私たちが本当に繋がる心を持てた時に初めて完成するのかもしれません。」
　こんなとんでもないことをした私にとって、救いの言葉となりました。
　その後消防の皆さんが話し合い「すべてのイベントが終わってから書き足しましょう」という
ことに決まります。せっかくなので皆さんと一緒に描きたいと伝えまして、もうすぐ定年を迎え
る署長さんとの共同作業で「皆さんの繋がりが深まりますように」と念じながら書き足し完成し
ました。
　家に帰り、多くの方がくださった温かい表情や想いに感動し号泣しました。
　数日間は夢でもうなされ続けた程です。
　私は小さな頃から「どこか抜けてる」人でした。今回１画抜けて完成したあの文字は私そのも
ののようです。それでも多くの方の助けがあって完成した「繋」は、私が多くの方に支えられ皆
さんのお力で補っていただいていることの象徴だと感じました。
　失敗を深く反省し、それでもありのままの不甲斐ない自分を受け入れて頑張らなければと決意
を新たにしました。この世の中で起きることには意味があって、経験しなければならない学びな
のですね。
　ここからは豊橋筆についてお話させていただきます。
　私はすべての作品を豊橋筆で作成しています。他の産地
の筆を使用したこともありましたが、豊橋筆の質の良さを
実感し、この筆にしか出せない線を見つけてからというも
の、他の筆は使えなくなってしまいました。穂先まで神経
が行き届いているかのような精密で繊細な作りに感動すら
覚えます。もしこの筆がなくなってしまったら仕事もでき
ませんし、作品すべてが描けなくなってしまいます。その
くらい頼り切っている私の分身のような筆です。
　豊橋筆の歴史を簡単に紹介させていただきたいと思います。
　1804年三河吉田藩主が京都の職人である鈴木甚左衛門を藩のために筆を作る御用筆匠（ごよう
ふでしょう）として迎えたことが始まりです。筆の製造は下級武士の副業として取り入れられまし
た。明治に入り芯巻筆から水筆（すいひつ、毛筆）の製法で筆が作られるようになり、豊橋筆の基
礎となりました。水筆は水を用いた「練り混ぜ」を行う豊橋独自の方法です。練り混ぜを行うこ
とによって、墨含みが良い・墨はけが遅い・墨になじみやすく滑るような書き味が出るという特
徴が出ます。豊橋は山間部で狸やイタチなどの獣毛が山から容易に手に入れることができたため、
産地として発展したそうです。筆1本を仕上げるのに36工程もあるのですが、そのすべてを１人
の職人さんが請け負うことにより、その1本の筆に対する責任が増すことが、質が高い理由の１つ
であると思っています。現在はほとんどの毛が輸入されています。薬品を使って皮から毛を抜く
ことが常識となりつつある今でも、豊橋筆の高級筆に関しては皮から毛を1本1本抜くことで毛の
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色や弾力を損なわずに質の良い筆が出来上がるようです。
　私が使用している筆（すべて販売されている物を持参）
　　白楽　いたちと羊毛（羊ではなく山羊）
　　淡遠　馬のしっぽと羊毛
　　祥鶴　馬のしっぽと羊毛
　　乾坤　馬のしっぽ
　　面相　いたち
　　幽意　羊毛
